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内膜とその内側に存在する lamin よりなる。外膜と内膜は nuclear核膜は細胞質側から，外膜，

内膜は lamin を介してクロマチンと接触していると考pores IL:よってつながれ，外膜は ER と連結し，

しかしながら核膜を構成している蛋白質や，核膜の機能に関しては現在でも不明のままえられている。

さらには，細胞周期の進行に伴なっ一連の細胞周期における核膜の形成に関して，残されている。又，

てお乙る核膜増大に関係する核膜構成成分の新生や核膜へのとりこみに関しては全く不明である。

その抗体の l つを用いて，細胞質頼粒，著者は，核膜成分に対するモノクローナル抗体を分離精製し

核膜及び染色体周囲に共通の抗原が存在する事 細胞周期lζ伴なう共通抗原の分布状態の変化を明らか

lζ し fこ。

(方法ならびに成績)

ラット肝細胞の核成分で免疫したマウス牌細胞と SP2!Ü細胞とを融合し，限界稀釈法を用いて 2 回以上

6 種類の核に対するモノクロ一ナノレ抗体産生株を得た。スクリーニングはラジオクローニングを施行，

イムノアッセイと細胞の間接蛍光抗体法の併用にて施行した。抗体の精製には Sepharose CL -6B , 

Sephadex G-200 を用いた geト filtration 及び affinity chromatography , ion exchange chromato-

6 種類のモノクロ一ナノレ抗体のクラスを決定した。そオクタロニー施行にて，を用いた。又，graphy 

あるいは 2.5mM ハイドロキシウレア1mM チミジン，1 つのみ 1 gM であった。の結果 5 つは 1 gG , 

FL 細胞を同調させ 各周期における抗原の分布状態を間接蛍光抗体法にて追3T3 細胞，

跡した。その結果 6 種類のモノクローナル抗体のうちの 1 種 (M 108) は以下に述べる様な細胞周期に
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を用いて，



特異的な抗原の分布を示した。すなわち， G 1 期には核周囲の核膜lと相当する部位に細くくっきりとし，

S 期には核全体が微細頼粒で覆われ， G 2 期 lとは細胞質頼粒と核周囲の太いはっきりとした帯状の像，と

してあらわされる抗原の分布を認めた。(同時に，細胞質頼粒が核膜と融合していると思われる像をもと

らえる事ができた。)細胞質頼粒の出現時期をより一層明確にする為に FL 細胞 3T3 細胞の Auto-

radiography と間接蛍光抗体法の併用を施行。その結果，主として G2 期に細胞質頼粒が出現する事を

確かめた。又，間接蛍光抗体法とローダミン 6G の二重染色により，細胞質の抗原がミトコンドリアと

無関係である事も判明した。

通常の方法で，染色体標本を作製し，間接蛍光抗体法にてM期の染色体周囲に抗原が存在する事を見

い出した。さらに PCC を施行し，その染色体標本の観察より G 2 ， M期の染色体周囲には抗原が存在

するが， G 1 , S 期の染色糸には抗原が認められない事が判明した。

抗原の分子量決定の為l乙Irnrnunoprecipitation 後SDSPAGEを施行した。その結果，約 5 万ダルトンのとこ

ろに，単離された細胞の細胞質抗原を加えると消失する蛋白バンドの出現を認めた口さらにIrnrnunoblotting 

を施行し， FL 細胞， 3T3 細胞の染色体， G z 期の細胞質の一分画，ラット肝細胞細胞質の一分画 IL:，約

5 万ダノレトンの共通な蛋白バンドの出現を認めた。

(総括)

核膜に対するモノクローナル 1 gM 抗体を精製し，それを用いて，分子量約 5 万の核膜の構成成分が，

細胞周期に応じて，細胞質頼粒として存在し，又核膜消失の際には染色体周囲に認められる事を明らか

lとし fこ O

この事は，核膜形成や核構成成分の核内移行のメカニズム解明に寄与するものと考えられる。

論文の審査結果の要旨

本研究は，核iと対するモノクローナノレ抗体を用いて，細胞質，核膜，及び染色体周囲に共通の抗原が

存在する事を明らかにした。乙れは，現在不明である，核膜の分裂期における動態，あるいは，核膜成

分の新生および核膜へのとりとみの機構解明に寄与しうるものである。よって本論文は学位論文に値す

るものである。
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